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AI実用化に向けた環境整備
～「OKIグループAI原則」の制定～

2020年1月15日

沖電気工業株式会社
須崎昌彦

経営基盤本部 研究開発センター AI技術研究開発部 部長
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OKIグループ概要

創業者：沖牙太郎

会社概要（2019年3月31日現在）

商号 沖電気工業株式会社（Oki Electric Industry Co., Ltd.）

創業 1881年（明治14年）

創業者 沖牙太郎

設立 1949年（昭和24年11月1日）

資本金 44,000百万円

代表取締役 鎌上信也

従業員数 単独：4,077名、連結：17,930名（国内12,391名、海外5,539名）

子会社 79社(海外39社)

本社所在地 東京都港区虎ノ門1丁目7番12号

日本初の電話機を製造以来138年、企業理念の「進取の精神」をもって、情報社会の発展に寄
与する商品を提供。“モノづくり・コトづくり”を通じて、より安全で便利な社会のインフラ
を支える企業グループを目指します
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OKI組織図（2019年4月1日付）
取締役会

社長執行役員

リスクマネジメント統括部

経営企画本部 統合営業本部 メカトロシステム事業本部 EMS事業本部
 経営企画部
 人事総務部
 情報企画部
 広報部
 秘書室

経営管理本部
 経理部
 財務部
 新収益基準推進部
 法務・知的財産部

経営基盤本部
 イノベーション推進部
 政策調査部
 研究開発センター
 調達センター
 エンジニアリングサポートセンター

 企画管理部
 IoTビジネス開発室
 第一営業本部
 第二営業本部
 第三営業本部

 パートナー営業本部

└ 北海道支社
└ 東北支社
└ 首都圏支社
└ 中部支社
└ 関西支社
└ 中国支社
└ 四国支社
└ 九州支社

 企画管理部
 IoTアプリケーション
推進部

 社会インフラ
ソリューション事業部

 金融・法人
ソリューション事業部

 ネットワークシステム
事業部

 ディフェンスシステム
事業部

 IoTプラットフォーム
事業部

 システムセンター
 基盤技術センター
 情報通信本庄工場
 情報通信沼津工場

 企画管理部
 自動機事業部
 海外メカトロシステム
事業部

 メカトロ開発センター
 ビジネスサポートセンター
 メカトロシステム工場

 企画管理部
 営業本部
 EMS事業部

プリンター事業

OKIデータ

取締役会室

コーポレート 営業部門 事業部門

情報通信事業本部

代表取締役社長執行役員
鎌上信也

オレンジ色部分：2019年4月1日組織変更
※2019年4月1日設立
（OKIウィンテックとOKIカスタマアドテック合併）OKIクロステック

グローバルグループ監査室

OKIグループのAI統括部門
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OKIグループ主要事業

OKI
グループ

PBX
無線LANシステム
プリンター

ETC
VICSシステム

コンタクトセンター
会計システム
各種発券システム

現金処理システム
統合決済システム
プリンター

生産管理システム
プロジェクションアッセンブリーシステム
ハイエンドEMS
920MHz帯マルチホップ無線

各種発券システム情
報提供端末

ATM
金融営業店システム
事務集中システム
カウンタースマート

消防指令システム
防災システム
ゼロエナジー水位計

大規模IP電話システム
4K/8K映像配信

チェックイン端末
航空管制システム

道路・港湾
社会インフラ

空港

駅

旅行
代理店

店舗
工場

オフィス

銀行

通信
キャリア

官公
自治体

創業以来培ってきた、ネットワーク・光・電波など各技術を基に、センサーデータ分析などの
強みを活かし、特長ある技術をベースに、お客様や各業界で強みを持つパートナーとの「共創」、
オープンイノベーションの活用による新たな業務ノウハウや技術を取り込み、積極的に事業を展開
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高度IoT社会の実現に向けたOKIの取り組み
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OKIの強み
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AIエッジコンピューター（AE2100）の特徴
2019年10月 製品発表
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センサーネットワークと親和性の高い豊富な外部インターフェース
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IoTビジネスプラットフォームとAIエッジコンピューター
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AIエッジコンピューティング・コンセプト



© Copyright 2020 Oki Electric Industry Co., Ltd.                                                             

12

ターゲット市場

交通

製造金融・流通

建設／インフラ

海洋

防災
LocoMobi2.0

Manufacturing DXEnterprise DX

OKIの総合防災ソリューションインフラモニタリングソリューション

・ トラフィックカウンター(車両認識)
・ 交差点での自動運転の運行支援

ユース
ケース

・ 河川の水位計による防災対策
・ 斜面の土砂崩れ検知・予測

ユース
ケース

・ インフラ構造物の状態モニタリング
・ 建設現場の省力化・生産性向上

ユース
ケース

・ 来店人物の自動認識・分析
・ 窓口対応の省力化・無人化

ユース
ケース

・ 船舶の機械・船体の状態監視
・ 密漁監視などの沿岸監視

ユース
ケース

・ 設備の異常検知・予兆保全
・ ロボットの作業効率化・自動化

ユース
ケース
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OKIグループが共有する価値観

企業理念
OKIは「進取の精神」をもって、
情報社会の発展に寄与する商品を提供し、
世界の人々の快適で豊かな生活の実現に貢献する。

目指す姿
“モノづくり・コトづくり”を通して、
より安全で便利な社会のインフラを支える企業グループ

OKIグループ企業行動憲章
OKIグループが企業理念に基づき果たすべき社会的責任

OKIグループ行動規範
OKIグループ企業行動憲章に則って役員および社員が
とるべき行動の規範

行動指針
誠実であれ
変革に挑戦する
迅速に行動する
勝ちにこだわる
チームOKI

“企業行動憲章／行動規範”に示した約束をすべての企業活動の基礎として、“行動指針”に基
づいた行動の実践を徹底し、“目指す姿”を具現化することで“企業理念”を実現する。それが、
OKIグループのすべての役員・社員が共有する価値観です
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第2次AIブーム
第5世代コンピュータプロジェクトへの参画
AIマシンの設計・開発、自然言語処理、エキスパートシステム
機械翻訳の製品化（ルールベース）

ニューラルネットワークブーム
リアルワールドコンピューティングプロジェクトへの参画
モノの認識系へのニューラルネットワークの活用

製品開発への地道な適用
自然言語による対話エンジンの製品化（知識ベース）
顔認識の製品化（パターン認識、機械学習）

第3次AIブーム
画像認識（顔・ヒト・モノ認識系）へのDeep Learningの活用
様々なAP領域でのデータ分析/AIによるソリューション構築

OKIのAIの歴史

お客様課題、社会課題解決に向けたAI適用に軸足

1980年代

1990年代

2010年代

研
究
開
発
中
心

事
業
中
心
へ
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AI環境整備プロジェクト
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AI環境整備プロジェクト
背景と課題（2018年度末）

AIを活用した商品が増えてきている
一方でAIに関する社内の統一的なルールがない

AIを有効かつ安全に提供/運用するための環境を整備
AI環境整備プロジェクトでは非技術的側面にフォーカス

AIを活用した事業推進

技術的側面
AI/IoT/データ分析技術

非技術的側面
倫理/品証/契約/人財等
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AI環境整備プロジェクトの参加部門とアウトプット

WG リーダー部門 他の参加部門とアウトプット

倫理・原則 コーポレート研究開発 リスク管理、経営企画、法務知財、広報（5部門）
社外有識者
【アウトプット】会社としての基本方針決定

契約 コーポレート法務知財 営業／各事業部／グループ企業の企画、開発など（7部門）
【アウトプット】契約書ひな形・チェックリストなど整備

品質保証 事業部品質 コーポレート／各事業部／グループ企業の品質および技術開発、
生産管理など（10部門）
【アウトプット】品質保証ガイドライン策定、規定明確化

人財育成 コーポレート人事 営業／各事業部／グループ企業の企画、コーポレート／
事業部／グループ企業の教育・採用・人事など（10部門）
【アウトプット】人財ポートフォリオ定義、AIリテラシー教育計画策定

データ管理・
活用

コーポレート情報企画 事業部の共通商品、グループ企業の情報管理、
グループ企業の保守サービスなど（8部門）
【アウトプット】現状課題洗い出し、データ活用基盤整備の計画策定

OKIグループ内から延べ40部門および社外有識者が参加
リーダーは各テーマで策定した施策の運用を行うと想定される部門から選出
参加部門は各施策を実施すると想定される部門（課題感を持っている部門）
→ 無理なく運用できる現実的な仕組みを設計
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WG間の関係
AIを活用した事業推進に向けて、各WGが連動して推進

倫理・原則WG

契約
WG

人財育成WG

データ管理・活用WG

AI製品・サービス

品質保証
WG技術

OKIグループが共有する価値観

国の「AI戦略」による整理

他のWGの根幹をなすため
倫理・原則は先行して制定

出典：イノベーション政策強化推進のための有識者
会議 （AI戦略実行会議、2019年3月）
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「OKIグループAI原則」の制定
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倫理・原則WGの進め方
OKIグループが共有する価値観との整合性を保ちつつ特長を表現

情報収集

項目整理

OKIの行動
憲章との突
合せ

項目

絞込み

骨子作成

文案作成 ヒアリング 制定

各国・各団体の採用項目例：
人権、公平性・差別、法令遵守、透明性、アカウンタビリティ、悪用・誤用、プライバシー、安全性・・・
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「OKIグループAI原則」制定プロセス
AI原則で何を示すべきかを中心に議論

OKIグループ企業行動憲章
OKIグループ行動規範

位置づけ
 社会的責任を果たすための基盤
 AIに関する企業活動の指針をまとめたもの

狙い
 AIに対する基本的な考え方を明示
 既存のOKIグループが共有する価値観を補強

①位置づけと制定の狙いの明確化
重視する考え
 安全で便利な社会のインフラを支える
 人間中心でAIが実装・提供される社会

お客様や社会に対して示したいことの明確化
 人権を尊重
 誠実にお客様と接する
 人とAIの適切な共存・融合

人々や社会の懸念への対応
 データの適切な取得、管理、利用

②項目の選択
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OKIグループAI原則 OKIがどのような価値観を持ってAIに向き合うかを示す
2019年9月30日制定
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「OKIグループAI原則」の概要
策定の目的

人間中心のAI活用社会の実現のため、どのような価値観を持ってAI商品などを提供するのか示す
多くのお客様や社会に受け入れていただけるAI商品などを提供する

特長
OKIグループ全体で取り組む体制を構築している
誠実にステークホルダーに向き合う

OKIのAI開発・利活用に向けて
経営会議で承認済みであり、今後はAI原則に則って製品サービスを開発
次期中期経営計画の中でAI戦略、人財育成に反映させるよう検討

項目 概要 関連WG
前文 人間とAIの適切な共存を実現をめざす

 AIの限界やリスクを理解したうえでAIを活用するための原則である
1 人権の尊重 基本的人権を尊重し、AIによって差別が発生しないように努める

プライバシーに配慮し、個人情報の扱いに関する法令を遵守
契約／品質保
証／人財育成

2 説明と透明性  AI活用の目的、効果・影響・限界についてステークホルダーの理解を得るよう努力
 AIの判断結果の透明性に配慮し、継続的に情報提供の在り方について検討

契約／品質保
証

3 対話と協調  AI商品を納得して使っていただくために、ステークホルダーとの対話を継続
人とAI、AI同士の協調という課題に対して継続的に検討

契約

4 安全およびデー
タの取り扱い

 AI商品が安全なものとなるよう努力
データの取扱いについて、適切な取得、利用、管理、セキュリティの確保を徹底

品質保証

5 人財育成  AI技術やAIの性質・課題・限界を正しく理解して社会に提供できる人財を育成 人財育成
後文  AI事業を推進するため、OKIグループ全体で課題解決に取り組む

社会の変化に合わせて「OKIグループAI原則」を適宜見直す

項目と概要
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今後の課題
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今後の課題：各種ガイドラインへの反映
「OKIグループAI原則」の社内への浸透

契約、品質のガイドラインへの反映
AIリテラシー教育への組み込み

「OKIグループAI原則」運用のための内部組織・体制構築
運用のプロセス化、ルール化

OKIグループAI原則

倫理・原則WG 契約WG 品質保証WG 人財育成WG データ管理・活用WG

反映
策定

・契約書ひな型
・チェックリスト
など

・品質ガイドライン
・規定
など

・人財ポートフォリオ
・研修メニュー策定
など

・原則遵守の体制
・倫理ガイドライン
など

・データ基盤
・データ管理の規定
など

OKIグループが共有する価値観
（企業行動憲章／行動規範）
 AIの限界やリスク
人権の尊重、法令順守
・・・

反映

反映 反映 反映 反映

策定 策定 策定 策定 策定
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WG活動およびAI原則の社内浸透
社内イベント（OKI AI Conference 2019）での公開討論
イントラページやニューズレターにより議論の過程を情報公開

OKI AI Conference 2019（約300名参加）
2019年7月に蕨市のOKIシステムセンターにて開催
都内、大阪市、高崎市のサテライト会場にも中継
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AIリスクチェック
運用に向けて
目的はOKIのAI商品を安心して利用していただくこと
本格運用に向け実案件による試行
AI特有の各種リスクに対して早めの対処ができる体制を構築

AIリスク対応の追加による現場の作業負担増を最小化
手戻り等によりお客様に迷惑をかけない
「リスク」という言葉がネガティブに解釈されないよう丁寧に説明

試行による課題洗い出し
実施体制の運用課題
現場に与える負荷
リスクチェックにかかるコスト

各種のトレードオフに配慮した
無理のない運用体制・ルールを構築
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人財の育成
職種ごとの役割体系を定義して教育プログラムを構築

データサイエンティスト協会
の定義（参考） OKIの定義 営業 SE 開発者 研究者

Senior Data Scientist：
業界を代表するレベル

レベル5：
革新的ソリューションを生み出す

(Full) Data Scientist：
棟梁レベル

レベル4：
AIビジネスに精通し他者を指導

Associate Data 
Scientist：独り立ちレベル

レベル3：
AI関連業務を独力で遂行

Assistant Data 
Scientist：見習いレベル

レベル2：
指導が必要だが一通りの業務を遂行
レベル1：
AIの基本的な用語を知っている 一般リテラシーは共通スキルとして教育

職種ごとに役割とレベルを定義

技術者向け教育は2013年から実施中

2020年度より全社員向けの教育を予定
非技術者向けのレベルアップ教育も計画中
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まとめ
AIを活用した事業推進に向け課題が顕在化

AI活用事業の非技術的側面を支える活動としてOKIのAI環境
整備プロジェクトを立ち上げ

AIに関するすべての企業活動に関する指針として「OKIグループ
AI原則」を制定

今後、AI原則をベースにしつつ、無理のない運用体制・ルールを
構築し、それを適切に実施できる人財を育成
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「OKIグループAI原則」全文（1/2）
項目 内容

前文 AI技術は近年発展が目覚ましく、解決困難と思われている課題を解決し、人々の生活をより豊かで幸せ
なものとする手段の一つとして大きな可能性を秘めています。OKIグループは、世界の人々の快適で豊かな
生活の実現に貢献するため、社会に受け入れていただけるAI商品など（AIを用いた商品・サービスや提供さ
れるAI技術をいいます）を提供し、人間とAIの適切な共存を実現することを目指しています。
一方でAIには、その性質から現時点では課題や限界もあり、不適切な開発・利活用などにより、法的・倫
理的な問題や、安全に関わる問題を引き起こすこともあり得ます。
OKIグループは、「OKIグループ企業行動憲章」「OKIグループ行動規範」を制定し、企業理念に根ざした
社会的責任を的確に果たすよう努めてきました。AI技術の研究・開発、およびAI商品などの販売・提供、そ
の他AIに関する企業活動（これらを総称して「AI事業」といいます）を行うに際しても、「OKIグループ企業
行動憲章」「OKIグループ行動規範」の精神を踏まえた上で、上記のような問題を予防し、または対処するた
め、「OKIグループAI原則」を制定するこにしました。OKIグループは、法令を遵守するとともに、この「OKIグ
ループAI原則」に従ってAI事業を進めていきます。

1.人権の
尊重

AIは、人間中心の社会の実現のために開発・利活用されるべきものです。OKIグループは、AI事業を進め
るに際して、基本的人権を尊重し、その一環として、AI商品などによって不当な差別が生じないよう努めます。
また、プライバシーに配慮し、かつ、個人情報の取扱いについて適用される法令などのルールを遵守します。

2.説明と
透明性

OKIグループは、AI事業において、対象となるAI商品などの性質や利活用の場面などに応じ、想定する利
用目的・方法、利活用による効果・影響、および限界について、お客様その他のステークホルダーの皆様に説
明してご理解を得るように努めます。特に、個々のAI商品などにおけるAIの判断結果の透明性に配慮し、
AIの判断結果がどのようなものであるかについての理解に資する情報を提供するよう努めます。また、個々の
実例の蓄積や今後の議論の進展をベースに、よりよい情報提供のあり方についても、多様な観点を踏まえて
継続的に検討します。
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「OKIグループAI原則」全文（2/2）
項目 内容

3.対話と
協調

OKIグループは、AI商品などの理解を深めていただくため、お客様その他のステークホルダーの皆様との間で
必要な対話を行い、より納得してAI商品などをご利用いただける関係を構築していくように努めます。また、
人間中心のより良い社会に向けて、人とAI、およびAI同士の協調が課題であると考えており、これらの実現
についての継続的な検討を行います。

4.安全お
よびデータ
の取り扱い

OKIグループは、その提供するAI商品などが、お客様その他のステークホルダーの皆様にとって安全なものに
なるよう努めます。また、データについては、個人情報保護やプライバシーの尊重と併せて、その適切な取得、
利用、管理、セキュリティの確保を徹底し、お客様その他のステークホルダーの皆様に不当な損害が生じない
よう努めます。

5. 人財育
成

OKIグループは、世界の人々の快適で豊かな生活の実現に貢献するため、そのAI事業の遂行において、
AI技術やAIの性質・課題・限界を正しく理解し、AI商品などを適切に社会に提供していくための人財が必
要不可欠と考えます。そのため、AIが利活用される時代において必要となる多様な人財育成に積極的に取
組みます。

後文 OKIグループは、「OKIグループAI原則」に従ってAI事業を推進するにあたり、関係するグループ各社・各部
門が協働してAI事業における課題の共有・解決に当たる体制を構築します。また、国内外の動向や社会の
要請などを考慮し、必要と判断した場合には、この「OKIグループAI原則」についても見直しを行います。
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技術者向け教育（AI／データ分析教育体系）

データ分析共通スキル
【基礎編】

データの見方・見せ方・活用法の基礎

データ分析共通スキル
【中級・実践編】

分析手法＋Rプログラミング

Text 
Mining

【個別スキル 中級コース】【共通スキル 基礎コース】

【特定応用分野コース】
画像応用系、振動解析系、ログ分析/予知保全系 etc…

データ分析
プロセス
基礎

課題立案・問
題解決スキル

【実践コース】
OJT・メンタリングプログラム

Python
プログラミング

データ分析
プロセス
応用

課題立案・問
題解決スキル

分析基盤

ディープ
ラーニング

機械学習

分析ツール
活用


	AI実用化に向けた環境整備
	もくじ
	OKIグループ概要
	OKI組織図（2019年4月1日付）
	OKIグループ主要事業
	高度IoT社会の実現に向けたOKIの取り組み
	OKIの強み
	AIエッジコンピューター（AE2100）の特徴
	センサーネットワークと親和性の高い豊富な外部インターフェース
	IoTビジネスプラットフォームとAIエッジコンピューター
	AIエッジコンピューティング・コンセプト
	ターゲット市場
	OKIグループが共有する価値観
	OKIのAIの歴史
	AI環境整備プロジェクト
	AI環境整備プロジェクト
	AI環境整備プロジェクトの参加部門とアウトプット
	WG間の関係
	「OKIグループAI原則」の制定
	倫理・原則WGの進め方
	「OKIグループAI原則」制定プロセス
	OKIグループAI原則　OKIがどのような価値観を持ってAIに向き合うかを示す
	「OKIグループAI原則」の概要
	今後の課題
	今後の課題：各種ガイドラインへの反映
	WG活動およびAI原則の社内浸透
	AIリスクチェック
	人財の育成
	まとめ
	スライド番号 30
	「OKIグループAI原則」全文（1/2）
	「OKIグループAI原則」全文（2/2）
	技術者向け教育（AI／データ分析教育体系）



